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終
戦
宣
言
も
出

さ
れ
た
と
い
う
が

中
東
情
勢
の
影
響

を
受
け
、
ニ
ト
リ

ル
グ
ロ
ー
ブ
な
ど

の
価
格
が
高
騰

し
、
入
手
し
づ
ら

い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
今
回

の
診
療
報
酬
改
定
で
物
価
対
応

の
点
数
が
付
い
た
が
、
今
の
物

価
上
昇
に
は
全
く
及
ば
な
い
。

医
療
用
ニ
ト
リ
ル
グ
ロ
ー
ブ
は

３
月
上
旬
ま
で
１
箱
（
１
０
０

枚
入
り
）
４
０
０
円
程
度
で
入

手
で
き
た
が
、
今
は
１
千
円
を

超
え
る
こ
と
も
あ
る
▼
政
府
は

備
蓄
す
る
ニ
ト
リ
ル
グ
ロ
ー
ブ

の
放
出
を
始
め
た
が
、
そ
の
価

格
（
１
箱
５
９
８
円
）
も
決
し

て
安
く
は
な
く
、
Ｇ-

Ｍ
Ｉ
Ｓ
で

要
請
し
て
か
ら
ア
ス
ク
ル
で
届

く
ま
で
３
週
間
か
か
っ
た
。
緊

急
要
請
し
た
医
院
に
面
倒
な
手

続
き
な
し
に
無
償
で
配
る
な

ど
、も
っ
と
早
く
、安
価
に
供
給

し
て
ほ
し
い
。私
は
先
日
、保
育

園
の
歯
科
検
診
に
２
０
０
枚
ほ

ど
使
っ
て
し
ま
っ
た
。
小
さ
い

子
ど
も
に
は
ミ
ラ
ー
等
の
使
用

も
拒
絶
さ
れ
、
手
に
何
も
持
っ

て
い
な
い
こ
と
を
見
せ
、
グ
ロ

ー
ブ
で
頬
を
よ
け
て
診
る
の
が

手
っ
取
り
早
い
▼
紙
エ
プ
ロ
ン

や
紙
コ
ッ
プ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
歯
科
材
料
な
ど
も
軒
並
み
値

上
げ
し
て
き
て
お
り
、
入
手
も

困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
ほ
と

ん
ど
の
歯
科
治
療
は
材
料
が
な

い
と
治
療
で
き
な
い
。
私
の
医

院
に
は
在
庫
を
抱
え
る
ス
ペ
ー

ス
も
な
い
た
め
大
量
発
注
も
で

き
ず
、
注
文
状
況
や
上
が
る
材

料
費
と
睨
め
っ
こ
の
苦
し
い

日
々
が
続
い
て
い
る
。
政
府
に

は
備
蓄
グ
ロ
ー
ブ
の
放
出
の
み

な
ら
ず
、
物
価
対
応
加
算
の
上

乗
せ
や
新
た
な
補
助
金
の
支
給

な
ど
地
域
の
医
療
を
支
え
る
た

め
に
あ
ら
ゆ
る
支
援
策
を
早
急

に
講
じ
て
ほ
し
い
。

（
Ｆ
）

田中麻衣子
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デ
マ
へ
の
対
抗
策
は

デ
マ
へ
の
対
抗
策
は

対
話
や
傾
聴

対
話
や
傾
聴

経
営
・
生
活
守
る
原
点
回
帰

経
営
・
生
活
守
る
原
点
回
帰

医
師
の
実
感
を
問
う
も
の
で
、

参
加
者
同
士
が
互
い
の
考
え
を

共
有
で
き
る
場
を
設
け
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
た
。
結
果
は

ア
メ
リ
カ
の
調
査
と
の
比
較
と

と
も
に
、
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で

引
き
続
き
閲
覧
で
き
る
。

な
ど
と
も
訳
さ
れ
る
）、
エ
イ

ズ
の
薬
物
由
来
説
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ
「
人
種
標
的
」
説
な
ど
、
科

学
的
根
拠
の
な
い
主
張
を
長
年

に
わ
た
っ
て
広
め
て
き
た
同
氏

が
、
な
ぜ
厚
生
長
官
に
ま
で
上

り
詰
め
た
の
か
。
マ
ス
デ
ン
氏

　

で
は
、
誤
情
報
を
深
く
信
じ

込
ん
だ
患
者
に
ど
う
向
き
合
え

ば
よ
い
か
。
講
演
内
で
紹
介
さ

れ
た
フ
ァ
ウ
チ
医
師
や
デ
レ

ク
・
ブ
ラ
ッ
ク
氏
の
事
例
を
引

き
合
い
に
、
▽
対
話
を
通
じ
て

対
立
や
不
信
を
克
服
す
る
こ
と

は
可
能
で
あ
る
こ
と
、
▽
論
破

で
は
な
く
、
傾
聴
と
関
係
構
築

こ
そ
が
変
化
を
生
む
―
と
マ
ス

デ
ン
氏
は
締
め
く
く
っ
た
。

　

な
お
、
参
加
者
も
医
療
デ
マ

等
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
現
状
が

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
明
ら
か
に

な
っ
た
。

＊
協
会
Ｈ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジＰ

に
て
動
画

配
信
中

　

議
事
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
記

念
講
演
で
は
、
熊
本
学
園
大
学
・

経
済
学
部
教
授
（
比
較
文
化
論
）

の
カ
ー
ク
・
マ
ス
デ
ン
氏
が
登

壇
。「
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
見

え
て
く
る
日
本
―
医
療
デ
マ
に

翻
弄
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
か
ら
学

ぶ
べ
き
教
訓
は
？
―
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
し
た
。

　

マ
ス
デ
ン
氏
は
ま
ず
、
講
演

に
先
立
ち
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

回
答
で
き
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
た
。
医
療
に
関
す
る
誤
情

報
・
偽
情
報
の
影
響
に
つ
い
て

は
そ
の
背
景
と
し
て
、
オ
ピ
オ

イ
ド
禍
・
イ
ラ
ク
戦
争
・
２
０

０
８
年
金
融
危
機
・
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
時
の
二
転
三
転
な
ど
、
メ

デ
ィ
ア
が
公
衆
を
守
れ
な
か
っ

た
事
例
が
積
み
重
な
り
、
信
頼

が
失
わ
れ
て
き
た
こ
と
を
指
摘

し
た
。
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
社
の
調
査

で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
メ
デ
ィ
ア

へ
の
信
頼
度
は
７０
％
か
ら
２８
％

へ
と
崩
落
し
て
い
る
。さ
ら
に
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
に
は
メ

デ
ィ
ア
が
意
図
的
に
無
視
す
る

テ
ー
マ
の
存
在
が
可
視
化
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
メ
デ
ィ
ア
に

対
す
る
反
感
や
不
信
感
が
更
に

広
が
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た
状

況
が
ケ
ネ
デ
ィ
氏
の
台
頭
の
温

床
と
な
っ
た
。

　

講
演
の
中
心
は
米
国
の

厚
生
長
官
と
な
っ
た
ロ
バ

ー
ト
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
（
Ｒ

Ｆ
Ｋ

Ｊ
ｒ
．）
氏
で
あ
っ

た
。
地
形
理
論
（
１９
世
紀

由
来
の
疑
似
科
学
的
考
え

方
で
、「
体
内
環
境
論
」

上
げ
、▽
「
一
部
保
険
外
療
養
」

の
問
題
性
周
知
、
▽
将
来
協
会

を
担
う
人
材
の
確
保
―
等
に
取

り
組
む
と
し
た
。

　

質
疑
で
は
、
小
出
一
久
先
生

（
藤
沢
市
・
歯
科
）
が
故
・
小

笠
原
敏
夫
元
顧
問
に
つ
い
て
、

元
会
員
で
あ
っ
て
も
物
故
会
員

一
覧
に
記
載
し
、
黙
祷
の
場
を

設
け
た
こ
と
に
謝
辞
を
述
べ

た
。
ま
た
今
年
度
活
動
方
針
に

対
し
て
は
同
氏
の
理
念
を
踏
ま

え
た
運
動
内
容
で
あ
る
と
し
、

賛
意
を
示
し
た
。

　

「
２
０
２
４
年
度
決
算
」
は

財
政
部
長
の
竹
下
副
理
事
長
が

全
体
収
支
を
黒
字
で
提
案
。
監

査
報
告
に
立
っ
た
鵜
養
監
事

は
、
財
政
運
営
と
財
政
管
理
が

適
切
だ
と
報
告
し
た
。

　

「
２
０
２
６
年
度
予
算
」
は

事
業
収
支
を
マ
イ
ナ
ス
、
全
体

収
支
を
黒
字
で
提
案
。
事
業
収

支
に
つ
い
て
は
歯
科
の
新
点
数

関
連
テ
キ
ス
ト
購
入
費
用
に
よ

る
マ
イ
ナ
ス
だ
と
し
た
。

　

質
疑
で
は
小
出
一
久
先
生
が

▽
新
年
会
の
予
算
、
▽
事
務
局

の
業
務
効
率
化
、
主
に
電
話
対

応
へ
の
Ａ
Ｉ
導
入
―
に
つ
い
て

質
し
た
。新
年
会
に
つ
い
て
は
、

「
２
７
３
万
円
の
予
算
立
て
」

と
の
竹
下
副
理
事
長
の
答
弁
に

対
し
、
小
出
先
生
は
会
員
の
出

席
が
少
な
い
と
問
題
提
起
。
多

く
の
会
員
が
出
席
で
き
る
よ
う

周
知
す
る
必
要
が
あ
る
と
し

た
。
Ａ
Ｉ
を
用
い
た
業
務
効
率

化
に
つ
い
て
、
竹
下
副
理
事
長

は
活
用
を
検
討
し
た
い
と
発

言
。
田
辺
理
事
長
は
、
既
に
一

部
始
め
て
い
る
と
し
た
上
で
、

電
話
対
応
は
点
数
関
連
の
質
問

が
個
々
で
複
雑
化
し
て
お
り
、

過
去
の
傾
向
か
ら
学
ぶ
Ａ
Ｉ
で

は
対
応
が
難
し
い
と
答
弁
し

た
。
会
員
か
ら
の
質
問
に
は
全

て
答
え
て
い
る
と
し
、
改
定
時

期
の
電
話
対
応
時
間
の
短
縮
へ

の
理
解
を
求
め
た
。

　

「
決
議
・
ス
ロ
ー
ガ
ン
採
択
」

は
澤
田
秀
之
起
草
委
員
長
（
横

浜
市
旭
区
・
歯
科
）が
提
案
し
、

採
択
さ
れ
た
。

　

議
事
終
了
後
に
は
会
員
表

彰
、
福
引
会
、
懇
親
会
が
行
わ

れ
た
。

は
二
村
副
理
事
長
が
提

案
。
会
員
・
患
者
署
名
や

財
務
省
・
厚
労
省
要
請
の

成
果
と
し
て
２６
年
度
診
療

報
酬
プ
ラ
ス
改
定
を
挙
げ

た
。
ま
た
、
中
東
情
勢
に

よ
る
医
療
用
資
材
の
不
足

は
湯
浅
副
理
事
長
が
提
案
。
医

療
機
関
の
経
営
が
厳
し
さ
を
増

す
中
、
プ
ラ
ス
改
定
分
の
使
途

の
限
定
は
経
営
権
の
侵
害
で
あ

り
、
選
択
の
自
由
を
奪
う
医
療

Ｄ
Ｘ
の
強
制
は
地
域
医
療
を
崩

壊
さ
せ
る
と
指
摘
。
ま
た
、
医

療
の
非
営
利
性
を
揺
る
が
す
制

度
や
世
代
間
分
断
を
煽
る
政
策

へ
対
抗
す
る
た
め
に
、
社
会
保

障
の
所
得
再
分
配
機
能
と
し
て

の
役
割
を
周
知
す
る
必
要
が
あ

る
と
訴
え
た
。
重
点
項
目
と
し

て
▽
基
本
診
療
料
の
大
幅
引
き

を
訴
え
、
政
府
の
備
蓄
放
出
へ

繋
げ
た
と
報
告
。
新
点
数
研
究

会
も
好
評
で
あ
り
、
協
会
へ
の

高
い
信
頼
度
が
現
れ
て
い
る
と

し
た
。
教
訓
と
し
て
、
医
療
現

場
の
声
に
基
づ
い
た
地
道
な
運

動
が
プ
ラ
ス
改
定
や
小
児
医
療

費
助
成
制
度
の
全
県
拡
充
な
ど

の
大
き
な
成
果
に
繋
が
る
と
述

べ
た
。

人
材
確
保
、
Ａ
Ｉ
活

用
へ
の
言
及
も

　

「
２
０
２
６
年
度
活
動
方
針
」

　

冒
頭
の
挨
拶
で
田
辺
理
事
長

は
、
石
油
価
格
の
高
騰
に
伴
う

医
療
材
料
の
供
給
不
安
・
価
格

高
騰
に
言
及
し
、
今
次
診
療
報

酬
改
定
で
新
設
さ
れ
た
物
価
対

応
料
が
値
上
げ
幅
に
追
い
付
い

て
い
な
い
と
問
題
視
。
今
後
も

引
き
続
き
診
療
報
酬
の
改
善
を

求
め
て
い
く
と
し
、
地
域
医
療

を
守
る
た
め
に
も
、
ま
ず
前
提

と
な
る
平
和
な
世
界
を
望
ん
だ
。

　

「
２
０
２
５
年
度
活
動
報
告
」

　

協
会
は
６
月
２１
日
、
横
浜
ベ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ

テ
ル
＆
タ
ワ
ー
ズ
で
第
７１
回
定
時
総
会
を
開
催
。

会
員
５８
名
、
役
員
２５
名
の
計
８３
名
が
参
加
し
た（
委

任
状
は
１
千
９
７
３
通
）。
議
事
で
は
、
２
０
２
６

年
度
活
動
方
針
案「『
開
業
保
険
医
の
経
営
と
生
活

を
守
る
』
協
会
の
設
立
趣
旨
へ
原
点
回
帰
し
、
現
状

を
打
開
し
よ
う
～
社
会
保
障
の
所
得
再
分
配
強
化

が
地
域
医
療
と
国
民
生
活
を
救
う
～
」
を
は
じ
め
、

全
５
議
案
が
承
認
さ
れ
た（
関
連

：

２
・
４
・
６
面
）。

マスデン氏

田辺理事長

アンケート結果

県の診療所等賃上支援金県の診療所等賃上支援金（無床診療所15万円）（無床診療所15万円）

申請の医療機関は申請の医療機関は

報告書の提出が必要報告書の提出が必要
〈原則7月31日（金）締切〉〈原則7月31日（金）締切〉

※ 医療機関等物価高騰対応支援金（無床診療所3万円

等）、および診療所等物価支援金（無床診療所17万

円等）の2種類のみを申請している場合、報告書の
提出は不要です。

※実績報告書は原則電子申請です。

※ 決定通知が未着の先生は下記コールセンターへお

問合せください。

詳細は県ホームページ（下記QRコード）、当会のFAXニ

ュース（7月3日送信）等をご覧ください。

【お問合せ先】

県医療機関等支援金コールセンター

TEL 050-3515-7945（9～17時 土日祝除く）
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